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世界各地の大使館、領事館、
ジャパンファウンデーション海外事務所から、

びっくり仰天のハプニング、
ご当地自慢、日々の生活で目にするヘンなニッポンなどなど、

自分ひとりの胸にはとてもしまっておけない
楽しいエピソードをご報告します。

内陸で湖沿いのシカゴは、風が強
く、冬は寒く長い。「公式の夏」

は、5月下旬のメモリアルデーから9
月上旬のレイバーデーまでなので、湖
開き直後の「初夏」はまだ寒く、10℃
未満の気温のなか、ウェットスーツを
着て泳ぐ人やコートを羽織ってビーチ
サンダルで街を歩く人が現れる。当初
は驚いていたが、気がつくと長い冬に
飽きて、私も春先の夏服セールで、い
つになったら着られるのかわからない
ノースリーブを買い込んでしまった。
いよいよ待ちに待った夏が到来する

と、ミシガン湖畔のビーチは、にわかに
リゾートらしい風景に様変わりする。
6月上旬、湖畔を歩いていたら、カリフ
ォルニアからトラックで運搬してきた
椰子の木をいそいそと植樹している。
思い返せば冬の間、椰子の木はどこ

へともなく消えていて、湖は氷に閉ざ
されていた。夏はLAと同じ気候でも、
南国の植物はマイナス25℃の冬は越

せないようである。
夏のシカゴは、冬の面影もどこへや

ら、野外コンサートをはじめとするイ
ベントが満載で、週末ともなるとイベ
ントをはしごすることもざら。今年は
湖のくせにサーフィンも解禁されたら
しく、シカゴっ子たちはさらに南国ム
ードをもり立てて、短い夏をめいっぱ
い楽しむのである。

椰子の木を植えると、
南国のリゾートビー
チに変貌

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
日
本
語
教
育
が
盛
ん
な
こ

と
は
有
名
で
す
が
、現
在
も
過
去
に
お
い
て
も

日
本
語
を
習
っ
た
こ
と
の
あ
る
人
は
多
く
、
街
を
歩

い
て
い
る
と
日
本
語
で
話
し
か
け
ら
れ
る
こ
と
も
よ

く
あ
り
ま
す
。
特
に
漢
字
は
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
感
じ

が
す
る
そ
う
で
、
興
味
を
持
つ
人
が
多
く
、
実
は
漢
字

オ
タ
ク
の
学
習
者
も
た
く
さ
ん
い
る
の
で
す
。

と
い
う
こ
と
で
、
街
に
は
、
英
語
だ
け
で
な
く
、
日

本
語
も
表
記
さ
れ
て
い
る
看
板
や
広
告
（
メ
ニ
ュ
ー
な

ど
は
当
た
り
前
で
す
ね
）を
よ
く
見
か
け
る
の
で
す
が
、

時
「々
?
」と
思
う
も
の
も
あ
り
ま
す
。

ジ
ー
ン
ズ
の
広
告
で
、「Superdry

」に「
極
度
乾
燥

（
し
な
さ
い
）」と
い
う
表
記
が
あ
っ
た
り
、「A

uthentic
Japanese

」が「
真
正
の
日
本
」と
な
っ
て
い
た
り
。

日
本
語
の
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
か
ら
す
る
と
、意
味
は
通
じ
る

け
れ
ど
、何
か
変
だ
な
と
思
う
翻
訳
も
あ
る
の
で
す
。

一
番
笑
っ
た
の
は
、シ
ド
ニ
ー
に
あ
る「Shibuya

」

と
い
う
お
店
。
日
本
の
女
子
高
生
に
人
気
の
あ
り
そ

う
な
洋
服
を
売
っ
て
い
る
お
店
な
の
で
す
が
、な
ん
と

漢
字
表
記
が「
渉
谷
」。お
店
の
人
に
教
え
て
あ
げ
よ
う

か
迷
い
な
が
ら
、
い
つ
も
前
を
通
り
過
ぎ
て
い
ま
す
。

シドニーの街角では、ビミョウに意味
ありげな看板があちこちで見つかる

ミシガン湖畔の
ビーチに夏到来
在シカゴ総領事館　免田征子

長谷川雅代
シドニー日本文化センター

注目

「極度乾燥（しなさい）」!?
不思議な日本語の広告
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今
年
春
、
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
の
高
級
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
ク
ア
ラ

ル
ン
プ
ー
ル
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
が
所
有
す
る

「
日
本
の
こ
け
し
展
」
セ
ッ
ト
を
使
っ
た
展
覧

会
の
開
催
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
け
し
展

「K
O
K
ESH

I
D
olls

Exhibition

」
は
無

事
、
7
〜
8
月
に
開
催
さ
れ
、
そ
の
様
子
は
新

聞
1
ペ
ー
ジ
を
使
っ
て
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。「
も

し
や
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
〝
こ
け
し
〞
が
熱
い
?
」

と
思
い
つ
つ
、
事
務
所
前
の
巨
大
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
モ
ー
ル
に
目
を
や
る
と
…
…
。

と
あ
る
お
店
の
中
は
、
こ
け
し
、
こ
け
し
、

こ
け
し
!
名
前
は
「K

im
m
idoll

」。オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
誕
生
し
た
「
こ
け
し
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
商
品
」
で
、
現
在
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
ク

ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
で
も
販
売
し
て
い
る
と
か
。

こ
の
こ
け
し
た
ち
に
は
、
み
ん
な
日
本
の
名

前
が
つ
い
て
い
る
の
で
す
が
、「
こ
め
こ
」
さ
ん

（「
く
み
こ
」さ
ん
?
）、「
し
か
」
さ
ん
（
お
そ
ら
く

「
ち
か
」
さ
ん
?
）…
…
。
き
っ
と
日
本
の
名
前
を

聞
き
間
違
え
た
ま
ま
、
世
に
送
り
出
し
て
し
ま

っ
た
の
で
し
ょ
う
。
し
か
も
、
よ
く
見
る
と
着

物
の
合
わ
せ
が
逆
…
…
惜
し
い
。

さ
ら
に
圧
巻
は
、
店
頭
に
あ
る
小
学
生
の
背

丈
ほ
ど
も
あ
ろ
う
か
と
い
う
巨
大
こ
け
し
!

ち
な
み
に
、
こ
の
巨
大
こ
け
し
「
あ
や
め
」
ち

ゃ
ん
は
売
り
物
で
、
お
値
段
な
ん
と
R
M
３
３

６
０
（

10
万
円
）。

「
や
っ
ぱ
り
こ
け
し
が
ブ
ー
ム
な
の
?
」と
、
再

び「
こ
け
し
展
」を
開
催
し
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
へ
。す
る
と
、ま
た
新
た
に
見
つ
け
て
し

ま
っ
た
の
で
す
!
今
度
は
U
K
発
の
こ
け
し

「M
O
M
IJI

（
も
み
じ
）」。
こ
ち
ら
は“Funny

G
irl ”

や“P
ixie

”

と
英
語
名
が
つ
け
ら
れ
、幾

分
ポ
ッ
プ
に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た
服
を
着
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
手
に
は
カ
ッ
プ
ケ
ー
キ
を
持
っ

た
り
し
て
い
る
の
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
ど
う
見

て
も
「
こ
け
し
」。

日
本
発
は
も
ち
ろ
ん
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
発
に

U
K
発
。
次
は
何
が
出
て
く
る
の
で
し
ょ
う
?

こ
け
し
最
前
線
を
知
り
た
い
方
は
、ぜ
ひ
ク
ア

ラ
ル
ン
プ
ー
ル
ま
で
。

≒

カップケーキを持ったUK発こけし“Pixie”

７月8日水曜日、インドネシアで大
統領選挙が行なわれた。直接選

挙になって2回目の今回、候補者は現
職のユドヨノ大統領、メガワティ前大
統領、ユスフ・カッラ現副大統領の3名。
この日、ジャカルタにある投票所を訪れ
て、大統領選挙当日の様子を見てきた。
訪れた投票所は、ジャカルタの大き

な通りから少し中に入ったカンプン
（村）にある。事前に登録した住民は、受
付を済ませて、自分の番号が呼ばれる

のを投票所内で待つ。バティックを着
て、トルコ風の帽子をかぶり、少しか
しこまった格好のおじいちゃん、Tシャ
ツとジーパン姿のお兄さん、投票所か
ら家が近いのか、ほぼパジャマ姿とい
うようなおばちゃんなど、さまざまだ。
なかには投票所には来てみたものの、
投票所で何をどうしたらいいのか、戸
惑っているおばあちゃんもいた。
投票を終えた人には、投票済みであ

るという印に、小指を選挙管理委員会

が用意した青いインクに浸すのが義務
となっている。これが、なかなか色が消
えないインクで、選挙から1カ月近く
たった今でも、街でまだ小指に若干の
あとが残っている人を見かける。それ
でも、インクの付いた小指がなぜか晴々
しく見えるのは、自分だけだろうか。
投票日は、特に大きな混乱もなく、

平和裏に過ぎて行った。選挙の結果は、
現ユドヨノ大統領が過半数を超える
60%以上の得票で再選を果たした。

投票を済ませ、インク
に小指を浸す投票者

大統領選挙、
投票所へ行ってみた

ジャカルタ日本文化センター
橋本 歩

KOKESHI
がホット!?

歳森真紀／大島幸

クアラルンプール
日本文化センター
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上
海
の
タ
ク
シ
ー
に
は
、
中
国
の
ほ
か
の

都
市
に
は
な
い
運
転
手
の
「
星
制
度
」

が
あ
る
。
助
手
席
の
前
に
運
転
手
の
顔
写
真
と

登
録
番
号
が
表
示
さ
れ
、
星
つ
き
ド
ラ
イ
バ
ー

は
番
号
の
下
に
星
が
あ
る
の
で
す
ぐ
わ
か
る
。

星
な
し
か
ら
最
高
五
つ
星
ま
で
あ
り
、
無
事

故
で
規
定
の
勤
務
年
数
を
満
た
し
、
年
1
回
の

試
験
に
合
格
す
る
と
星
が
も
ら
え
る
。
三
つ
星

以
上
の
試
験
は
難
し
く
、
五
つ
星
と
な
る
と
、

常
用
英
語
か
ら
中
国
全
土
の
観
光
知
識
ま
で
試

さ
れ
る
と
い
う
。

上
海
に
10
万
人
い
る
タ
ク
シ
ー
運
転
手
の
な

か
、
五
つ
星
ド
ラ
イ
バ
ー
は
１
０
０
人
も
い
な

い
そ
う
で
、
め
っ
た
に
お
目
に
か
か
れ
な
い
。

地
元
上
海
人
が
ブ
ロ
グ
で
、「
今
日
は
初
め
て
五

つ
星
に
乗
っ
た
!
」
と
興
奮
気
味
に
レ
ポ
ー
ト

す
る
ほ
ど
。
五
つ
星
経
験
者
の
知
人
は
、
発
進

停
止
が
滑
ら
か
で
、
英
語
の
み
な
ら
ず
日
本
語

で
も
対
応
し
て
く
れ
た
と
感
激
し
て
い
た
。

多
く
の
観
光
客
に
と
っ
て
、
上
海
到
着
後
、

最
初
に
乗
る
の
が
タ
ク
シ
ー
。
言
っ
て
み
れ
ば

タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
は
上
海
の〝
顔
〞
だ
。
２

０
１
０
年
５
月
の
上
海
万
博
開
幕
を
前
に
、
市

で
は
三
つ
星
以
上
の
ド
ラ
イ
バ
ー
を
２
・
５
万

人
に
増
や
す
目
標
を
立
て
て
い
る
と
か
。
こ
の

7
月
か
ら
は
無
駄
な
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
罰
金
を

課
す
交
通
マ
ナ
ー
向
上
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
行
な

わ
れ
、上
海
は
万
博
の
テ
ー
マ「Better

City,
Better

Life

」
を
目
指
し
て
猛
進
中
だ
。

ハンガリーの田舎の伝統的な結
婚式はとても盛大である。出席

者が用意するものは、お祝いの品、そ
して「エネルギー」である。
結婚式の始まりは「行進」。新郎新婦

は招待客と音楽隊を従え、人々の祝福
を受けながら、教会へと町を練り歩く。
その様子は大名行列さながらである。
式のあとは披露宴。人々はひたすら

食べ、踊る。料理は会場脇の特設テン
トで近所のおばさんたちが力を結集し
てつくる。人々の胃がふだんの数倍以

上に膨れ上がっても、料理は尽きるこ
とがない。満腹になったら踊って消費、
踊りに疲れて席に戻ったら食べ物があ
るのでついまた食べる……の繰り返し
が延々と続く。
「夜も更けたのでそろそろお暇

いとま

を…
…」というわけにはいかない。披露宴
の山場は、日付が変わってから行なわ
れる、招待客と花嫁とのダンスなので
ある。全員が順に花嫁とペアで踊り、
祝福を送る。新郎新婦とその両親は、
最後の最後まで暇そうな人をつかまえ

ては踊る。音楽隊も演奏し続ける。空が
白み始めたころ、ふらふらになった最
後の客が帰るのを見送って、ようやく
終宴。ホストもまさに全力投球である。
分刻みの完璧な予定が組まれ、2時

間きっちりで終了する日本の披露宴と
は正反対の、エンドレスでタフなハン
ガリーの結婚式。欧州統合の波のなか
でさまざまなものが「EU基準」に変
化しつつある昨今のハンガリーだが、
この習慣は、いつまでもしぶとく生き
残ってほしいと思う。

夜中を過ぎてもひたすら
踊る招待客

エンドレスで
タフな結婚式
ブダペスト日本文化センター

田崎恵子

一度は乗ってみたい
上海の

五つ星タクシー
徳増かおる
在上海総領事館

タクシーの運転手登
録証。番号の下にあ
るのが、その「星」
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寿
司
」
や
「
鉄
板
焼
き
」
な
ど
、

世
界
で
は
広
く
日
本
の
食
が
認

知
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
こ
こ
ト

ロ
ン
ト
も
そ
の
例
に
漏
れ
ま
せ
ん
。
街

に
は
寿
司
屋
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の

日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
り
、
食
材
店

に
は
、
醤
油
や
味
噌
か
ら
、
た
ま
り
ガ
ー

リ
ッ
ク
ソ
ー
ス
な
る
も
の
ま
で
売
っ
て

い
る
な
ど
、
日
本
の
食
や
食
材
が
一
般

的
な
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

な
か
に
は「
こ
れ
が
は
た
し
て
日
本
食

か
?
」
と
思
わ
れ
る
も
の
ま
で
も
、
日
本

食
と
し
て
の
市
民
権
を
得
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン

の
メ
ニ
ュ
ー
を
見
る
と
、
当
然

の
よ
う
に
の
っ
て
い
る
「
寿
司

ピ
ザ
」。
こ
れ
は
、
焼
き
お
に

ぎ
り
風
に
軽
く
焼
か
れ
た
丸

い
ご
は
ん
の
生
地
の
上
に
、
サ

ー
モ
ン
と
イ
ク
ラ
を
の
せ
、
薬

味
の
ネ
ギ
と
と
ん
か
つ
ソ
ー

ス
で
仕
上
げ
た
も
の
。
隠
し
味

に
は
、
も
み
じ
お
ろ
し
と
マ
ヨ

ネ
ー
ズ
を
混
ぜ
た
「
ス
パ
イ
シ

ー
マ
ヨ
」。
好
奇
心
で
食
べ
て

み
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
な
か
な

か
お
い
し
い
の
で
す
。

一
方
、
い
わ
ゆ
る
高
級
レ
ス

ト
ラ
ン
で
は
、
和
食
で
は
な

く
、
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
フ
ー
ド
の
メ
ニ

ュ
ー
で
、
日
本
の
食
材
が
使
わ
れ
る
こ

と
が
珍
し
く
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

tofu

、m
iso

、w
asabi

、shiitake

、

m
a
c
h
a

は
も
ち
ろ
ん
、
最
近
は
、

w
agyu

、azuki

、ponzu

、shiso

、

特
にyuzu

の
人
気
が
高
ま
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。
こ
の
背
景
に
は
、
日
本
の
食
材

に
は
高
級
感
が
あ
る
と
感
じ
る
カ
ナ
ダ

人
が
多
い
こ
と
が
あ
る
よ
う
で
す
。

庶
民
的
な
レ
ベ
ル
で
も
洗
練
さ
れ
た
レ

ス
ト
ラ
ン
に
お
い
て
も
、日
本
の
食
材
は

ト
ロ
ン
ト
の
食
に
彩
を
添
え
て
い
ま
す
。

「
「寿司ピザ」は
日本食レストランの定番
トロント日本文化センター 斎藤典子／藤居真美

Vol. 03

ソウルの街はバイク天国だ。韓国
人の運転が荒っぽいのは有名

だが、なかでもバイクの運転は危ない
こと、この上ない。バイク便などは少
しでも早く目的地に着こうと、信号無
視や歩道への乗り上げなど、日常茶飯
事と言える。街中でバイクを見かけた
ら、安全のため、そばには近寄らない
ほうがいいのだが、それでもたまに小
さなバイクを見かけるとおもしろいこ
とに気づく。
街中をなんと日本のバイクが走って

いるのだ。韓国にだって日本製のバイ

クぐらいあるだろうと思われるかもし
れないが、ここで言う「日本のバイク」
とは日本ナンバーのバイクのことだ。
そんな馬鹿な、と思われる方、ぜひ

ソウルの街を歩いてみていただきた
い。怪しげな東京ナンバーをつけた原
付バイクを比較的簡単に見つけられる
だろう。
実は韓国では50cc未満の原付バイ

クにはナンバープレートの取り付け義
務がないのだ。そこで、ファッション
として、こうしたナンバープレートを
つけている人が少なからず存在する。
東京ナンバーを格好いいと思ってわ

ざわざつけている韓国人がいてくれる
のは嬉しいことだ。彼らとバイク談義
に花を咲かせてみるのもおもしろい。

ソウルの街を
東京ナンバーの
バイクが走る

ソウル日本文化センター

山崎宏樹
こんなナンバープレートをつ
けても、違法ではありません

これが「寿司ピザ」。
大きさは手のひら
サイズ。６等分さ
れており、お箸で
も食べられている




